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説明出来ない。この論文で重要性を指摘した 4重極対相関は 2核子を2+に組ませる働きをし、 2核子
を同時に移行させる (p，t)反応の断面積を大きくする働きをするものである。この相互作用を 4重極
変形振動を引きおこす4重極相互作用に附加してT状態をRPAで記述するように理論の定式化を行っ
た。これによって (p，t)反応による 3~4MeVの2+励起状態への強い遷移を説明出来たばかりでな
く、励起エネルギーの実験値も正しく再現することが出来ることを示した。
さらに 4重極変形振動だけでなく 4重極対振動を含んだものであるとすることによって、第1励起
準位のエネルギーおよびその状態から基底状態への電気的4重極遷移も統一的に説明出来ることを明
らかにした。 4重極変形振動だけとしたいままでの取り扱いでは、これらの実験値を説明するのに原
子核ごとに 4重極相互作用の強さを変えなければならなかった。これは従来の理論の大きな難点であ
った。 4重極対振動の導入によってこの点が解決されたことは高く評価されるべきことである。
このように彼の提唱した相互作用は、 (p，t) 反応の解析を通して現象の背後にある本質を正しく射
ぬいたものといえる。この研究は原子核の振動という集団運動の研究の上で大きな寄与をなすもので、
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理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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